
第5期 最終決算報告書 
1. 法人基本情報および報告期間　報告期間（第5期）： 2025年1月1日から2025年12月31日まで 

2. 活動計算書（損益計算書）

3. 貸借対照表（2025年12月31日時点）

当期末における財政状態は以下の通りです。

※繰越利益剰余金の内訳：前期末残高（1,014,982円） ＋ 当期一般正味財産増減額
（204,451円）

項目 金額（円） 備考

【収益の部】

売上高 1,045,500 佐賀県県民協働課 受託事業

組合費 50,000

受取利息 1,904

収益合計 1,097,404

【費用の部】

外注費 424,100
支払先：マツモト、タカキ、フクダ、エスアンド
イー、テンジロウ

地代家賃 200,000

Web関連費 198,000

旅費交通費 66,329 内16,329円は役員による立替分を反映

支払手数料 4,524 銀行振込手数料

費用合計 892,953

当期一般正味財産増減額（当期純利益） 204,451

資産の部 金額（円） 負債・純資産の部 金額（円）

現金 3,420 【負債の部】

普通預金 1,232,342 役員借入金 16,329

負債合計 16,329

【純資産の部】

繰越利益剰余金 1,219,433

純資産合計 1,219,433

資産合計 1,235,762 負債・純資産合計 1,235,762



4. 正味財産増減計算書（補足）

前期末残高から当期末残高への推移は以下の通り確定いたしました。

1. 前期末繰越利益剰余金：1,014,982円
2. 当期一般正味財産増減額（当期純利益）：204,451円
3. 当期末繰越利益剰余金：1,219,433円

5. 財務諸表注記

• 役員借入金の処理について： 銀行取引明細に反映されていない旅費交通費（16,329
円）については、役員が個人の現金により立替払いを行った事実を確認しました。
これを適切に費用計上するため、同額を「役員借入金」として負債に計上し、会計
上の整合性を確保しました。

• 現金残高の調整について： 前期末（第4期末）の貸借対照表において資産合計と純
資産合計に生じていた10,000円の不明な差額を解消するため、当期の期首現金残高
を前年末報告値から10,000円減じた3,420円として調整しました。この遡及的な修正
により、当期末時点において資産と負債・純資産の合計が完全に一致しておりま
す。


